








 

はじめに 

 分娩時,胎児の末梢血pHを測定する事は,196l年,Salingによりその意義が提

唱されて以来,胎児心拍数パターンの解析と並んで,胎児仮死の重要な診断法と

なった。 

 しかし必要に応じてたびたび児頭に切開を加え,児頭血を採取する方法は,胎

児への侵嬰と,その手技の煩雑さのため必ずしも一般に普及したとは言い難く,

さらに最近では間的測定法の限界も問題となりつつある。 


